
どうしても「宝くじは連番で買ったほうが得」と思ってしまう人向けの解説 

 

 問題を簡略化するために、当たりが１等＝1,000 円 1 本と前後賞＝500 円しかない宝くじがあ

ると仮定します。発売枚数は 100,000 枚、1枚の値段は 1円とします。 

 

１ 期待値から見た場合 

（１）まず単純に期待値を計算してみましょう。 

 1枚あたりの期待値は賞金総額÷発売枚数なので、（1,000＋500×2）/100,000＝2,000/100,000

（0.02円）です。これを 10枚買えば、0.02×10＝0.2（0円）です。 

 

（２）次に連番で 10枚買ったときのことを考えます。当たり方を場合分けすると 

①1等と前後賞を総取り（2,000 円）できるのは、真ん中の 8枚（2〜9）のどれかが当たったとき

です。 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

 この場合の期待値は 2,000×（1/100,000）×8＝16,000/100,000＝0.16（円）です。 

 

②1等と前後賞のどちらか片方を取れる（1,500円）のは、両端のどちらか（1 または 10）が当た

ったときです。 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

 この場合の期待値は 1,500×（1/100,000）×2＝3,000/100,000＝0.03（円）です。 

 

③自分の番号の前後に 1 等が出て、前後賞の片方だけ取れる（500 円）のは、次の図のようなと

きです。 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10  

 この場合の期待値は 500×（1/100,000）×2＝1,000/100,000＝0.01（円）です。 

 連番で 10枚買ったときの期待値は①＋②＋③で 0.2（円）です。 

 

（３）最後にバラで買った場合について考えます。 

①１等（1,000円）が当たる（バラなので前後賞は取れない）期待値は、1,000×1/100,000×10＝

10,000/100,000＝0.1（円） 

②前後賞が当たる（他の人の 1 等の前後どちらかなので、1 等は取れない）期待値は、500 

×2/100,000×10＝10,000/100,000＝0.1（円） 

 バラで 10枚買ったときの期待値は、①＋②で、0.2（円）です。 

 

 このように考えると、連番で 10 枚買っても（２）、バラで 10 枚買っても（３）、期待値は単純

に計算したもの（１）と同じ 0.2円です。 

 

 



２、確率から見た場合 

（１）連番で買った場合 

 ①1 等が出る確率は、発行枚数 100,000 枚で 1等が 1 本のくじを 10 枚買うので 

  （1/100,000）×10=10/100,000 

 ②前後賞が出る確率は、 

  ア 1 等が真ん中 8枚にある場合 

  （1/100,000）×8=8/100,000 

  イ 1 等が両端にある場合 

  （1/100,000）×2=2/100,000 

  ウ （1/100,000）×2=2/100,000 

このうち①と、②ア＋②イはダブっているので、何らかの形で賞金がもらえる確率は、 

 ①＋②ウ 12/100,000 

となります。 

（２）バラで買った場合 

 ①1 等が出る確率は、発行枚数 100,000 枚で 1等が 1 本のくじを 10 枚買うので 

  （1/100,000）×10=10/100,000 

 ②前後賞が出る確率は、 

  （2/100,000）×10=20/100,000 

 ①＋② 30/100,000 

となります。 

 

３ まとめ 

 連番で買っても、バラで買っても期待値は同じです。ただし連番で買った場合、自分の購入し

た番号の真ん中 8枚に 1等が出れば、前後賞まで総取りですから、大きく狙いたい人はこちらで

しょう。一方、バラで買った場合、大きな当たりは望めない代わりに何らかの形で賞金が当たる

確率は高くなるので、地道にコツコツ当てたい人（宝くじを買う時点で地道とは言えませんが）

はこちらでしょう。要は、作戦や気分の問題です。 

  

 


